
 

 

  

                           

 

先週、ダラス補習授業校において開催された、プロ

グラム開発授業研究会に参加した福嶋先生、ホール先

生の研修報告会がありました。これは、公益財団法人

海外子女教育振興財団が文部科学省より受託された

「在外教育の高度グローバル人材育成拠点授業」

（AG5）の一環として行われているものです。 

 この授業が行われる背景には、文部科学省が、補習

授業校の設置目的を設定して以来、時代の変化に伴

い、児童生徒の長期・ 永住化の増加と日本語環境の変

化など、当初の実態と大きく変わったことにより、児

童生徒の実態に応じたカリキュラム開発の必要から

生まれたものです。 

一昨年、補習校の実態を

調査するために本校を訪

れた AG5 委員の奈良教

育大学教育学部教授の渋

谷真樹先生が、「海外子女

教育 5 月号・（2018）に掲

載された「AG5 だより」 

の一部をご紹介いたします。 

●今回の調査で確認されたことは、補習授業校には、数

年で帰国する予定の子どもから、現地で生まれ育った子ど

もまで、さまざまな子どもたちが集まっているということ

です。概して、帰国予定がある家庭は、学齢相当の日本語

力を前提にして、学力の向上を望んでいます。一方、帰国

予定のない家庭では、日本語に親しみ、会話力を中心に日

本語力を伸ばすことを求めています。けれども、駐在か永

住かだけで一概に語ることはできません。今回の訪問調査

では、国際結婚家庭や永住家庭で、きわめて熱心に子ども

の日本語教育をしている多くの家族に出会いました。  

また、帰国か永住かが不明な家庭が多いことにも留意が

必要です。ひとつの国から別の国へと、海外での移動を繰

り返す家庭もありますし、社命ではなく、家族自身の希望

や都合で、住む国を決める家庭も増えています。 

さらに、補習授業校ごとに児童生徒の多様化が異なって 

 

 

 

います。依然、ほぼすべてが駐在家庭の子どもという補

習授業校がある一方、永住家庭の子どもが過半数以上の

学校もあります。 

●今回の調査で確認されたことの二つ目は、当たり前の

ことかもしれませんが、やはり「補習授業校は必要とさ

れている」ということです。塾でも通信教育でもなく、

今はやりのインターネットでの家庭教師でもなくて、補

習授業校が必要とされているのです。日本語力を身に付

けたり、教科の力を伸ばしたりすることだけに特化する

ならば、補習授業校よりも効率的な方法があるかもしれ

ません。けれども、大切な土曜日にわざわざ遠くから子

どもたちが補習授業校に集まってくるのは、そこに同じ

ような背景を持つ友だちがいて、まるで日本の学校のよ

うな空気が流れているからです。 

 補習授業校の利点については、各校から多くの意見が

寄せられました。日本語力の保持や伸長、国語や算数な

どの教科力の向上といった項目も挙げられましたが、日

本にルーツを持ちながら、海外で育っている子どもたち

同士が学び合い、友情を深めることや、日本の文化や教

育のスタイルを学習することも、補習授業校の大事な点

として挙げられていました。補習授業校は、圧倒的に現

地の文化に囲まれた環境下における、日本文化の保護区

聖サンクチュアリ域といえるかもしれません。 

●補習授業校では、日本語力や将来設計の異なる子ども

たちが学んでいますが、ニーズに応じたクラスやカリキ

ュラムを用意している補習授業校は少数です。このこと

は、個々の能力やニーズに応じて効率的な指導をするこ

と以上に、補習授業校では、日本につながりを持つ子ど

もたちがいっしょに学ぶことを通して、日本の子どもた

ちと共通の経験を積むことを優先していることが背後に

あるのでしょう。 

 週にたった一回しかない 

補習授業校で、日本の学校 

とまったく同じカリキュラ 

ムをこなすことが不可能な 

ことは、みんな承知してい 

ます。そこで私たちＡＧ５ 

プロジェクトは、海外での週末だけの授業で日本の学校

と同じことをすることに挑むよりも、むしろ補習授業校

だからこそできるグローバルな学びへと転換していきた

いと考えています。 
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ＷＪＬＳ新春かるた大会 
＆貝覆い 

 

 1月 27日・（日）新春祭りに本校合唱クラブととも

に参加して参りました。ＤＣ商工会会長の江口様、

日本大使館特命全権公使相川様が見守る中、校歌、

ビリーブ、ひこうき雲の３曲を元気に歌いました。

子ども達の歌声はパフォーマンス会場に集まった多

くの人々に感動を与えてい 

ました。 

 続いて、初参加のチ 

アリーダーズのリズム 

感あふれるダンスや琉 

球太鼓のパフォーマン 

スに、体を動かして楽 

しそうに見いっていま 

した。 

会場の壁には、本校の子ども達が描いたお正月を

テーマにした図画が飾られ、ゲームコーナーでは、

百人一首競技の体験もあり、日本の伝統文化や遊び

文化、食文化に触れる一日でした。 

 運営委員会総務部、指導員、関係保護者の皆様ご

苦労様でした。ありがとございました。 

 また、多くの日本語学校の在校生、卒業生、保護者

の皆様が、売店コーナーやゲームコーナーでボラン

ティアとして活動されていました。日本語学校関係

者が、ワシントンＤＣにおける日本人コミュニティ

に大きく関わり、なくてはならない存在であること

を強く感じました。 

 1 月 19 日放課後、カフェテリア１において・「WJLS 新
春かるた＆貝覆い」が開催されました。 

 競技かるたに初めて挑戦する子や貝覆いの絵付けを

体験する子など、みんな真剣そのもの、かるた取りも貝

覆いも集中する眼差しは鋭く、緊張感が漂う中、子ども

達は充実した時間を過ごしていました。ストーン先生は

じめ総務部の皆様、保護者の皆様ありがとうございまし

た。   

入賞者 

貝覆い部門 

校長賞（3名） 

藤森咲南さん（幼稚部） 

松井優奈さん（小 2） 

加藤真実さん（小 3） 

WJLS 新春かるた大会 

低学年の部（小 2以下） 

1 位 ミュールバウアー 

太志さん（小 2） 

2 位 瀧本美月さん（小 1） 

3 位 湯川沙菜さん（小 1） 

中学年の部（小 3～小 5） 

1 位 横山葉夏さん（小 5） 

2 位 有田順誠さん（小 5） 

3 位 ミュールバウアー 

馬勝さん（小 4） 

3 位 寺部和寛さん（小 3） 

高学年の部（小 5～中 1） 

1 位 油井琉香さん（小 6） 

2 位 知名アイシス桃美子さん（中 1） 

3 位 上野サラ愛菜さん（中1） 

 

「百人一首競技」 

「貝覆い」絵付け 

WJLS新春かるた大会＆貝覆い作品展 

入賞者 

 

二
月
の
行
事
予
定 

 インフルエンザに注意！ 

手洗い、うがいを 

忘れぬように！ 

２日 運営委員会  

職員会議 

９日 避難訓練（不審者） 

１６日 行事の予定で「校長

との座談会」はあり

ません。 

２３日 職員会議 

今年度の授業日あと 7日 

  




